
地
方
自
治
功
労

引
き
続
き
又
は
通
算
し
て
　
年
10

以
上
、
市
議
会
議
員
又
は
執
行

機
関
の
委
員
の
職
に
あ
る
も
の

　
松
尾
裕
幸
（
大
和
町
）

地
方
行
政
功
労

一
般
職
の
職
員
が
、
そ
の
職
に

あ
る
こ
と
　
年
以
上
で
退
職
し
、
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在
職
中
の
功
績
が
顕
著
な
も
の

　
北
御
門
慶
幸
（
世
知
原
町
上

　
野
原
）

産
業
経
済
功
労

産
業
の
開
発
及
び
振
興
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
も
の

　
坂
根
康
伸（
も
み
じ
が
丘
町
）

　
都
甲
泰
臣
（
石
坂
町
）

　
川
口
睦
郎
（
折
橋
町
）

　
遠
田
公
夫
（
横
尾
町
）

教
育
文
化
功
労

教
育
、
学
術
及
び
体
育
等
そ
の

他
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
顕
著
な
も
の

　
川
原
清
俊
（
山
手
町
）　

　
佐
々
木
宗
昭
（
船
越
町
）

　
永
石
雅
基（
も
み
じ
が
丘
町
）

　
中
島
惠
（
福
石
町
）　

　
松
岡
利
津
子
（
須
田
尾
町
）

　
山
本
正
幸
（
大
潟
町
）

　
山
﨑
一
人
（
京
坪
町
）

　
福
崎
定
美
（
保
立
町
）

　
松
永
信
義（
江
迎
町
上
川
内
）

　
山
下
ひ
か
る
（
矢
岳
町
）

　
※
1
名
は
本
人
の
希
望
に
よ

　
　
り
非
公
表

社
会
事
業
功
労

社
会
事
業
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
も
の

　
松
田
哲
宗
（
宇
久
町
平
）

　
田
代
裕
藏
（
山
手
町
）

　
品
川
一
博
（
柚
木
町
）

　
松
永
陽
一
（
小
佐
世
保
町
）

　
豊
村
久
（
松
山
町
）

　
千
北
多
鶴
子
（
大
和
町
）

　
植
野
栄
三
（
矢
峰
町
）

　
樋
口
領
二
（
若
竹
台
町
）

　
松
永
豊
吉
（
赤
木
町
）

　
太
田
久
子
（
赤
木
町
）

　
渡
邉
良
子
（
庵
浦
町
）

　
伊
賀
﨑
喜
子（
俵
ヶ
浦
町
）　

　
内
野
よ
り
子
（
世
知
原
町
笥

　
瀬
）

　
小
山
千
恵
子
（
早
苗
町
）

　
前
田
伊
津
子
（
原
分
町
）

　
西
田
惠
（
皆
瀬
町
）

民
生
功
労

民
生
の
安
定
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
も
の

　
後
藤
恒
夫
（
横
尾
町
）

　
森
山
禎
也
（
保
立
町
）

　
赤
木
一
政
（
黒
島
町
）

　
都
知
木
和
博
（
清
水
町
）

　
和
泉
キ
ク
ノ
（
黒
島
町
）

　
和
田
良
昭
（
天
神
3
丁
目
）

　
中
原
久
夫
（
桜
木
町
）

　
堤
暢
之
（
広
田
2
丁
目
）

　
権
藤
幸
子
（
日
宇
町
）

　
山
根
由
之
（
元
町
）

　
松
永
康
夫
（
棚
方
町
）

　
門
野
京
子
（
広
田
4
丁
目
）

　
石
橋
和
利
（
宮
崎
町
）

　
山
口
廣
光
（
黒
髪
町
）

　
井
上
滿
（
藤
原
町
）

　
池
田
恒
雄
（
小
佐
々
町
臼
ノ

　
浦
）

　
桃
野
哲（
鹿
町
町
上
歌
ヶ
浦
）

　
森
登
（
江
迎
町
長
坂
）

　
日
向
信
幸（
小
佐
々
町
黒
石
）

　
志
方
厚
（
江
上
町
）

　
下
川
四
郎
（
若
葉
町
）

　
山
口
一
夫
（
大
黒
町
）

　
笠
嶋
武
男
（
峰
坂
町
）

　
田
中
源
太
郎
（
原
分
町
）

　
野
村
和
雄（
瀬
戸
越
2
丁
目
）

　
戸
田
幸
子（
瀬
戸
越
4
丁
目
）

　
栗
嵜
謹
吾
（
白
岳
町
）
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4
月
1
日（
日
）
、
本
市
は
市
制
施
行
1
1
0
周
年
記
念
式
典
を
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O
で
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
市
政
に
功
労
が
あ
っ
た
　
人
と
8
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

76

1
1
0
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
っ
た
本
年
は
、
式
典
の
中
で
「
徳
育
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
や
、
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
澤
田
秀
雄
社
長
の
記
念
講
演
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

市
政
功
労
者
表
彰

市
制
施
行
1
1
0
周
年
記
念
式
典

「今後も市のため、市民のために努
力し、精進します」と、受賞者を代
表し謝辞を述べる川口睦郎さん

朝長市長から表彰状を受け取る市政功労者

佐世保市文化スポーツ特別賞表彰

3月22日（木）、本市は「佐世保市文化スポーツ特
別賞表彰式」を市役所で開催しました。文化、ス
ポーツの各分野において、全国で優秀な成績を収
めたり、国際大会に出場したりした本市在住者や
出身者を毎年表彰しているもので、当日は平成
23年度の功績が顕著であった39人と1団体を表彰
しました。受賞された皆さん、おめでとうござい
ます。

【文化部門】
瀬尾ひかる（祇園小4年）、杉原華（春日小6年）、山近
拓音（佐世保北中1年）、竹内翔祐（佐世保北高3年）、
藤友三朗（佐世保東翔高3年）、出口久美子（佐世保
中央高3年）
【スポーツ部門】
山﨑あさひ（春日小6年）、桑原唯偉人（海星中2年）、
坂口裕之（日宇中3年）、野村明日香（九州文化学園
高2年）、伊藤望（同）、丸田佳穂（同3年）、大宅真樹
（大村工業高1年）、池亀暁俊（同2年）、山口頌平（同）、
浅川成也（同）、江口隼平（同）、山下直樹（同）、升水
大瑚（佐世保西高3年）、溝口聖（同）、川内雄大（同）、
小川賢人（同）、永峰沙織（佐世保商業高3年）、中瀬
寿里（佐世保高専3年）、浅田龍馬（同4年）、岩本将希
（長崎国際大1年）、松延祐里（筑波大1年）、前田一誠
（同2年）、遠山将平（帝京大2年）、大石美沙希（長崎
明誠高3年）、永澤亮希（猶興館高3年）、中村英樹（ス
ペシャルオリンピックス日本・長崎佐世保支部）、
早川漣（佐世保商業高・県スポーツ専門員）、永野健
（パナソニックパンサーズ＝V・プレミアリーグ）、
椋本啓子（大阪体育大講師）、北島武（堺ブレイザー
ズ＝V・プレミアリーグ）、榎並泰徳（自営業）、初
瀬勇輔（ユニバーサルスタイル）、森長三、佐世保ひ
まわりソフトボール部
※敬称略、順不同。学年等は3月22日現在。
冗秘書課　緯24-1111

保
健
衛
生
功
労

保
健
衛
生
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
も
の

　
千
北
敏
裕
（
日
野
町
）

　
籠
手
田
恒
敏
（
川
下
町
）

　
七
種
啓
行（
権
常
寺
1
丁
目
）

　
福
田
量
（
福
岡
市
早
良
区
藤

　
崎
1
丁
目
）

　
久
留
米
大
学
医
学
部
心
臓
・

　
血
管
内
科
疫
学
研
究
室
グ
　

　
ル
ー
プ
（
久
留
米
市
旭
町
）

寄
附
功
労

公
益
の
た
め
私
財
を
寄
附
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
も
の

　
吉
村
貞
江
（
中
里
町
）

　
佐
世
保
管
工
事
協
同
組
合
　

　（
高
梨
町
）

　
吉
田
重
機
工
業
株
式
会
社
　

　（
三
浦
町
）

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
佐
世

　
保
儿
パ
ー
ル
（
本
島
町
）

　治
安
功
労

治
安
の
維
持
、
人
命
救
助
等
に

て
い
身
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

な
も
の

　
須
賀
崎
靖
雄（
花
高
3
丁
目
）

　
山
下
和
弘
（
船
越
町
）

　
大
野
智
浩
（
船
越
町
）

　
我
那
覇
隆
晴
（
平
瀬
町
）　

　
原
望
美
（
木
風
町
）

　
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
ア
ン
・
ロ
ッ

　
ク
ウ
ッ
ド
（
黒
髪
町
）

防
災
功
労

防
災
活
動
及
び
復
旧
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
も
の

　
百
津
隆
博
（
萩
坂
町
）

　
岡
村
隆
英
（
有
福
町
）

　
安
永
利
平
（
相
浦
町
）

　
黒
木
志
津
子
（
白
岳
町
）

善
行
功
労

市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
者

　
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

　（
小
佐
々
町
西
川
内
）

　
西
海
国
立
公
園
九
十
九
島
動

　
植
物
園
応
援
隊
「
サ
ザ
ン
ボ

　
ス
」（
船
越
町
）

特
別
功
労

そ
の
他
表
彰
に
値
す
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の

　
松
本
勇
（
大
潟
町
）

　
江
迎
地
域
審
議
会（
江
迎
町
）

　
鹿
町
地
域
審
議
会（
鹿
町
町
）

　
※
敬
称
略
、
順
不
同
。

冗
秘
書
課
　
緯
　
・
1
1
1
1
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09　広報させぼ 2012.5

「市制施行110周年の記念の年を成長戦略のスタートの年にしたい」
とあいさつする朝長市長（左）、記念講演で自身の経営理念に触れ、
「やりたいことを具現化することや、失敗から学ぶことが大切」と
語るハウステンボスの澤田社長（右）




